
第２２８回 広島数理解析セミナー （２０１８年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.228

日時 ： １１月１６日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ： 神本　丈 氏 （九州大学）

題目 ： ニュートン多面体と重みつき振動積分

要旨 ： 振動積分は，次のように表される積分で，数学の多くの分野に自然に現れる重要な積
分である．

I(t) =

∫
Rn

eitf(x)ϕ(x)dx (t ∈ R).

ここで，f は相関数，ϕ は振幅関数と呼ばれる．t → ∞ としたときの I(t) の挙動は，
応用上重要な興味の対象となることがあり，長い間様々な形で研究されてきた．最近，
特に調和解析や偏微分方程式の研究に関する必要性から，すぐれた研究がなされてき
ている．中でも，実解析の Stein スクールによる最近の成果は目を見張るものがある．
　一方，相関数における臨界点の性質が，振動積分の挙動に本質的に影響を与るわけ
であるが，特に重要なのは相関数の臨界点の代数幾何学的な，または特異点論的な性
質である．大雑把な言い方をすれば，相関数の臨界点の特異点解消の質により，出て
くる振動積分の挙動に関する結果の質が決まると言ってよい．その状況を表す最も代
表的な研究として Varchenko によるものがある．ニュートン多面体を用いた特異点解
消を，振動積分の漸近展開の計算に応用させたもので，トーリック多様体の理論を用
いており，理論的にも非常に美しい．今日まで，彼の理論そのものを発展させるとい
う方向性の研究も盛んに行われてきている．
　上で述べた「解析的な応用上の興味」と「理論の一般化としての興味」からそれぞ
れ派生して行われてきた研究は，以前はやや独立した感じで発展してきたが，最近は
それらがかなり合流してきているように思われる．この講演では，やや理論の方に重
きを置きながらも，できるだけ応用に意識を向けた感じの解説を行いたいと思ってい
る．具体的に，新しい結果としては，相関数と振幅関数が同時に特異点を持つ場合に
ついての最近の成果を説明したい．

　この講演の内容は，野瀬敏洋氏（福工大）との共同研究によるものである．
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